
１　予算規模

【総括表】 （単位：千円，％）

補正前の額 補正額 補正後の額 前年同期比較

18,699,683 507,485 19,207,168 28.3

国 民 健 康 保 険 3,717,480 1,022 3,718,502 △ 6.1

後 期 高 齢 者 医 療 619,072 619,072 4.7

住宅新築資金等貸付事業 1,233 1,233 △ 21.7

介 護 保 険 3,788,847 2,825 3,791,672 0.6

畑地かんがい給水事業 58,378 58,378 421.0

益 坂 財 産 区 6,521 6,521 △ 0.1

工 業 団 地 開 発 事 業 25,632 25,632 △ 86.7

小 計 8,217,163 3,847 8,221,010 △ 3.6

水 道 事 業 1,078,330 1,078,330 3.5

下 水 道 事 業 3,108,139 3,108,139 59.6

小 計 4,186,469 4,186,469 40.0

31,103,315 511,332 31,614,647 19.3

２　予算の概要

（単位：千円）

補正額

・ 173,643

・ 102,000

・ 17,000

・ 127,237

　令和2年度一般会計補正予算（第5号）は、新型コロナウイルス感染症の緊急経済対策として、子
育て世帯及び中小企業支援策を行う他、早期に対応が必要となった事項に係る経費を計上していま
す。

令和2年度6⽉補正予算の概要
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〔内容〕　天草池駐車場整備事業　17,000

〔内容〕　公立学校情報機器等整備事業　 127,237

主　な　内　容

新型コロナウイルス感染症緊急経済対策事業

〔内容〕　コロナに負けるな商品券事業　　　　 54,414
　　　　　児童扶養手当受給者支援金給付事業　 17,669
　　　　　中小企業融資支援補助金　            3,060
　　　　　中小企業事業継続支援金給付事業　   98,500

道路新設改良事業

〔内容〕　市道大島線整備事業　102,000

キラリと光る未来プロジェクト事業

本庁・支所改革プロジェクト事業
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３　事業概要

■【一般会計】

[歳　出]　

区分 費目 事 業 名 補正額 特定財源 一般財源
新型コロナウイルス感染症緊急経済対策事業 173,643 123,784 49,859

道路新設改良事業 102,000 96,900 5,100

本庁・支所改革プロジェクト事業 17,000 17,000 0

キラリと光る未来プロジェクト事業 127,237 89,340 37,897

[歳　入]　

■【国民健康保険特別会計】

■【介護保険特別会計】

　○補正後予算額 　３，７９１，６７２千円

　（補正理由） 　会計年度任用職員事業費の増による。

　○補正予算額 　　　　　２，８２５千円（特定財源　908千円　一般財源　1,917千円）

　○補正予算額 　　　　　１，０２２千円（特定財源　1,231千円　一般財源　△209千円）

　○補正後予算額 　３，７１８，５０２千円

　（補正理由） 　傷病手当金給付事業費の増等による。

財政調整基金繰入金　６４，９１５千円

〔事業概要〕
　本庁・支所機能見直しの一環として、天草池埋立地において駐車場の整備を行
う。
〔内容〕天草池駐車場整備事業　17,000
〔財源〕合併振興基金繰入金　　17,000

土木費

　○補正予算額

　○補正後予算額

　　  ５０７，４８５千円（特定財源　419,644千円　一般財源　87,841千円）

１９，２０７，１６８千円

（単位：千円）

総務費
新型コロナウイ
ルス感染症対応
地方創生事業費

〔事業概要〕
　新型コロナウイルス感染症の緊急経済対策における、子育て世帯及び中小企業へ
の支援策として、子育て世帯への商品券の交付及び支援金の給付を行う他、中小企
業の業務継続を支援するため、給付金の給付等を行う。
〔内容〕コロナに負けるな商品券事業　　　　 54,414
　　　　児童扶養手当受給者支援金給付事業　 17,669
　　　　中小企業融資支援補助金　            3,060
　　　　中小企業事業継続支援金給付事業　   98,500
　
〔財源〕新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　123,784

前年度繰越金　　　　２２，９２６千円

道路新設改良費
〔事業概要〕
　市内地域間を結び市民生活を支える道路の整備充実を図る。
〔内容〕市道大島線整備事業　102,000
〔財源〕合併特例事業債　     96,900

教育費 事務局費

〔事業概要〕
　授業の効率化や学校休校等の非常時に備え、小中学校の児童生徒が効果的に学び
続けられる環境を確保するため、PC端末及びソフトウェアの購入等を行う。
〔内容〕公立学校情報機器等整備事業　 127,237
〔財源〕公立学校情報機器整備費補助金　51,391
　　　　学校施設等整備基金繰入金      37,949

土木費 公園費
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